
皆さんは覚えていますか？あれ

から５０年経ちました．１９６４年に

ニューヨークで開催された万国博覧会のことです．GE館

で展示された核融合炉（確か，�ピンチでしたよね？）のデ

モンストレーションは，本当に素晴らしかったですね．小

規模ではありますが，実際に核融合反応を発生させていた

のですから．これを見た SF作家のアイザック・アシモフ

氏は，「２０１４年博覧会には，最新式の核融合炉のモデルが

陳列され，展示品に必要な一切の電力をまかなうだけの設

備がついているだろう（この電気は核融合で作られたもの

です）．」との未来予想図をニューヨークタイムズに寄稿し

ました．まさに核融合炉の夢の時代でした……ごめんなさ

い．見てきたようなことを書きましたが，１９７２年生まれの

私に当時のことがわかるはずがありません．自宅の本棚の

整理中に，高校生の頃に読んだアシモフ氏のエッセイ集

「生命と非生命のあいだ」（ハヤカワ文庫）を見つけて（本

棚整理も忘れて）読み耽ってしまったところ，上述した

ニューヨークタイムズの記事が収録されているのを「再発

見」したのです．さて，その２０１４年も残すところ約一ヶ月

となっていますが，残念ながらアシモフ予想は外れてしま

いました．しかし，多くの困難は有るものの，実用化に向

けた原型炉の形は見えつつあると実感しています．その姿

は，文部科学省の核融合研究作業部会のホームページ等で

公開されている「核融合原型炉開発のための技術基盤構築

の中核的役割を担うチーム（略称 合同コアチーム）」の報

告書（平成２６年７月１８日）を読んで頂ければ垣間見ること

ができます．本報告書は，原型炉の要素技術課題のみなら

ず要素技術課題間の関係性が「みえる化」されている点が

特徴です．合同コアチームにおける検討において私が確信

したことは，核融合炉の実用化あるいは原型炉プロジェク

トは，従来の大型科学技術プロジェクトをも超える新しい

プロジェクト設計や，それに携わる研究者・技術者を必要

とするということです．特に，システムに横たわる非線形

的な関係性を有する課題を同時に解決していく必要がある

という点は，従来先鋭化した狭い領域を追究することを好

みがちな専門家の意識改革を要するところであるととも

に，全地球的な問題に対応するような課題解決型の科学を

期待されている２１世紀の科学者にとっても魅力的な新しい

チャレンジであるといえます．私は信じています．人類は

これらの課題を解決可能であり，核融合はその一翼を担う

ものであると．そして最後に，「２０６４年博覧会では，核融合

で作られた電気が使われるであろう．」と，アシモフ予想を

僭越ながらアップデートして筆を置きたいと思います．

（笠田竜太）
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